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平成23 平成24 04 06

4 治水対策の推進

建設課 0285-83-8149

都市計画課、区画整理課、環境課、農政課、安全安心課、下水道課、長田区画整理指導室

・河川と雨水幹線　・河川流域の住民及び財産

17 18 19 20 21 22 23 26

河川数 本 8 8 8 8 8

雨水幹線数 本 20 20 20 22 22

流域面積 平方
km

167.21 167.21 167.21 167.21 167.21

・河川整備の促進
・雨水幹線の整備推進

・　河川と雨水幹線の整備率
・（河川と雨水幹線整備計画に対しての整備率）

17 18 19 20 21 22 23
26

河川改修率 ％ 88.2 83.4 83.4 83.4 88.2

雨水幹線の整備率 ％ 88.3 88.3 88.3 76.9 88.9

河川と雨水幹線の整備は行政の役割である。



    年度の
評価結果

1. 施策の成果水準とその背景（近隣他市や以前との比較、特徴、その要因と考えられること）

2. 施策の成果実績に対してのこれまでの主な取り組み（事務事業）の総括

23

（1）施策成果の時系列比較（過去３年間の比較）
  平成２３年度の雨水幹線整備率は、７６．９％で前年度と比較して１１.４％減少し
た。
　これは、第一工業団地内の松山町浸水解消事業のため、平成２３年３月に雨水計画区
域を拡大し、雨水幹線２路線を追加したことから、全体整備計画延長が増加したため
です。
　
（2）近隣他市との比較
　公共下水道雨水整備率は、４８．３％で県内１４市中１位、２位は下野市で４８．１
％、３位は宇都宮市で３５．８％、１４市平均の整備率は２０．０％である。本市は、土
地区画整理事業が進んでいるため、整備率が高いと考えられる。

（3）住民期待水準との比較
　市民意向調査によると「雨水のはけ具合が良いと感じている市民の割合」は平成２１
年度は６３．２％、平成２２年度は６０．５％、平成２３年度は５７．９％と、年々
低下している。要因としては、近年、異常気象によるゲリラ豪雨等の発生により、一時
的に雨水排水能力の低下により、道路冠水等の被害が影響していると考えられる。（市
内道路冠水箇所１０箇所）

・市内を流れる国管理の鬼怒川、小貝川、県管理の江川、行屋川、大久保川、市管理の
井頭川及び西川は、整備水準に差異はありますが、現在の計画による整備率は１００
％である。
・県管理の五行川は、真岡市街地部を約７０ｃｍ掘り下げる計画があるが、実施時期は未
定であり、現在の整備率は４８．１％である。
・五行川二宮遊水地は、平成４年度から整備事業に着手し、右岸側Ａ池１１ｈaの整備が
平成１９年度に完了し、現在は左岸側Ｂ池２９ｈａの整備を実施している。整備率は、
Ａ池１００％、Ｂ池７３％で、全体で８１％である。
・長田第５排水区の雨水管渠整備を実施している。
・高間木第２排水区で、調整池Ａの整備が完了し、調整池Ｂ・Ｃの整備に着手した。
・江川第２幹線（八木岡・伊勢崎雨水調整池）の整備が完了した。
・第１工業団地内の道路冠水解消のため、松山町第１雨水幹線整備に着手した。
・亀山北土地区画整理事業地内で、歩道部の透水性舗装を実施している。



    年度の
評価結果

3. 施策の課題認識と改革改善の方向
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・五行川の遊水地等の河川整備を促進する。
・雨水幹線の整備は継続して実施する。
・第１工業団地内の松山町浸水解消事業を推進する。
・雨水流出抑制型施設の設置を推進する。
・森林、水田の自然保水機能を維持していく。

■ 補足事項


